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○司会（佐藤計画推進課副参事） 

それでは、定刻でございますので、ただいまから令和７年度第１回茨城県総合計画審議会を開

会いたします。 

 私、進行を務めさせていただきます計画推進課の佐藤でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 本日は、委員改選後の最初の審議会でございます。まだ会長、副会長が選任されておりません

ので、選任されるまでの間、私が進行を務めさせていただきます。 

 本日の会議資料につきましては、事前に皆様にメールで送付してありますが、足りないものが

ございましたら、お声がけいただければと存じます。 

 それでは、大井川知事から御挨拶を申し上げます。 

○大井川知事  

本日は、お忙しい中、茨城県総合計画審議会に御出席いただきまして誠にありがとうございま

す。また、委員の皆様方におかれましては、本年４月に御就任いただいてから初めての会議とい

うことでございますので、２年間よろしくお願いいたします。 

 県では現在、総合計画の基本理念に掲げる「活力があり、県民が日本一幸せな県」の実現に向

けて、県独自のいばらき幸福度指標を活用したり、本県の豊かさや暮らしやすさを分かりやすく

発信するということに努めておりまして、新しい豊かさ、新しい安心安全、新しい人財育成、新

しい夢・希望の４つのチャレンジを掲げて、困難な課題にも躊躇することなく挑戦するというこ

とをモットーにしております。 

 新しい豊かさについては、2021 年度の本県の１人当たりの県民所得が東京都、愛知県に次いで

全国第３位と、県政史上初めての躍進を遂げているところでございますし、企業誘致におきまし

ても、県外企業立地件数が８年連続で全国第１位でございまして、全国に誇る実績を積み重ねて

おります。また、観光消費額も、2024 年、過去最高額を更新しております。宿泊者も急増してい

るという状況でございます。 

 安心安全につきましては、最優先で医師確保に取り組む医療機関の診療科の第２次目標で掲げ

る必要医師を確保しておりますし、救急搬送において、都道府県では初めてとなります選定療養

費の徴収を昨年 12月から、皆様の御理解をいただきながら開始しておりまして、救急車の適正利

用を進めているところでございます。 

 人財育成につきましては、都道府県別としては全国最多となる 13 校の中高一貫校を設置してお

りまして、つくばサイエンス高校やＩＴ未来高校といった特色のある学校教育を目指しておりま

して、時代のニーズを取り込んでいきたいというふうに思っております。また、外国人児童生徒

の日本語教育、こちらもしっかりと強化していきたいというふうに思っております。 

 新しい夢・希望ということでは、戦略的なグローバル展開により農作物の輸出を拡大しようと

しておりまして、就任前に比べると 24倍にまで拡大してきております。茨城空港の旅客数、2024

年度では 2019 年度、コロナ前を上回って約 78 万人と、過去最多となったというところでござい

ますし、こういうことも含めて、挑戦、スピード感、選択と集中という考え方で、民間企業経営

と同じような考え方で、しっかりと結果にこだわる行政を進めていければと考えているところで

ございます。 
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 本日の審議会では、県の最近の動きや様々な取組内容のほか、計画の進捗状況などを議題とさ

せていただいておりますので、委員の皆様には、ぜひ忌憚のない御意見を賜りますようお願い申

し上げて、私からの挨拶とさせていただきます。今日はよろしくお願いいたします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事） 

 ありがとうございます。 

 続きまして、委員の皆様につきまして、名簿の順番にお名前を紹介させていただきます。まず

跡部悠未委員です。 

○跡部委員  

跡部と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事）  

雨宮護委員でございますが、本日御欠席でございます。 

 続きまして、大谷基道委員でございます。 

○大谷委員  

大谷です。よろしくお願いいたします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事）  

鬼沢由香委員でございます。 

○鬼沢委員  

ＯＺ ＢＥＲＲＹ ＦＡＲＭ、鬼沢由香です。よろしくお願いします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事） 

グェン・ホン・ソン委員でございます。 

○グェン委員 

 グェン・ホン・ソンと申します。よろしくお願いいたします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事） 

 澤田浩子委員でございます。 

○澤田委員  

筑波大学の澤田と申します。よろしくお願いいたします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事） 

 柴沼秀篤委員でございますが、本日御欠席でございます。 

 鈴木健嗣委員でございます。 

○鈴木委員  

筑波大学の鈴木です。よろしくお願いします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事） 

 髙木真矢子委員でございます。 

○髙木委員  

髙木です。よろしくお願いします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事）  

平田輝満委員でございますが、本日御欠席でございます。 

 平根沙貴委員でございます。 
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○平根委員 

 平根です。よろしくお願いいたします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事）  

松木徹委員でございます。 

○松木委員  

松木です。よろしくお願いします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事）  

道越万由子委員でございます。 

○道越委員  

道越です。よろしくお願いいたします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事）  

森近恵梨子委員でございます。 

○森近委員  

森近です。よろしくお願いいたします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事） 

 山根将大委員でございます。 

○山根委員  

山根です。よろしくお願いします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事）  

渡邊多永子委員でございます。本日はオンラインでの御参加でございます。 

○渡邊委員  

渡邊と申します。よろしくお願いいたします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事）  

以上でございます。委員の数は、名簿に記載のとおり 16 名でございます。本日は、委員 13 名

の御出席となりますので、茨城県総合計画審議会条例第５条第３項の規定により、本審議会は成

立するものといたします。委員の皆様におかれましては、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、会長、副会長の選任でございますが、茨城県総合計画審議会条例第４条第２項の

規定により、会長、副会長は委員の互選によって定めるとされております。いかがいたしましょ

うか。 

○南計画推進課長 

 事務局で案を出させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○司会（佐藤計画推進課副参事）  

ありがとうございます。それでは、事務局といたしましては、会長は大谷委員、副会長は跡部

委員にお願いしたいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○司会（佐藤計画推進課副参事） 

 ありがとうございます。異議なしとのことでありますので、会長を大谷委員、副会長を跡部委
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員にお願い申し上げます。 

 ここで、会長、副会長にそれぞれ御挨拶をいただきたいと存じます。最初に、大谷会長、よろ

しくお願いいたします。 

○大谷会長  

改めまして、会長に御指名いただきました大谷でございます。 

私ごとでございますが、私は茨城県庁に 19年ほど勤めた経験がございます。実は父も祖父も県

職員でして、茨城県庁に３代にわたって計 65 年以上お世話になりました。 

 私は、途中で学界に転出したわけでございますけれども、いわば県民の皆様の支えがあって育

ったと言っても過言ではございませんので、全力を傾けて、この会長という職を務めさせていた

だきたいと思います。何とぞよろしくお願い申し上げます。 

○司会（佐藤計画推進課副参事） 

 ありがとうございました。 

 続きまして、跡部副会長、よろしくお願いいたします。 

○跡部副会長 

跡部です。大谷委員と一緒に務めさせていただきます。よろしくお願いします。 

 私は筑波大学出身で、ＴＸが通る前、20 歳のころから茨城県つくばで、これからの自分のキャ

リアをこの場所でつくり、今に至ります。前職は、産総研つくばでディープテックをどう社会に

実装していくか、というビジネス側の支援をしてきました。 

 今後も、茨城県、つくばの持っているリソースをどう世の中に出していくか取り組んでいけた

らと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事）  

ありがとうございました。ここで大井川知事におかれましては、所用により退席となります。 

○大井川知事  

どうぞよろしくお願いします。 

○司会（佐藤計画推進課副参事） 

 それでは、ここから議事の進行につきましては、大谷会長にお願いしたいと存じます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○大谷会長  

それでは、改めましてよろしくお願いいたします。時間も限られておりますので、円滑な進行

を心がけつつ、かつ、皆様の忌憚のない御意見を伺えるようにしたいと思いますので、御協力よ

ろしくお願いします。 

 それでは、議事に入らせていただきます。 

審議につきましては、お手元にございます次第に従い、茨城県の最近の動き・主な取組につい

て、それから県総合計画の進捗状況についてなどについて、御意見を伺ってまいりたいと考えて

おります。 

 まず、お手元の資料１から資料４までを事務局から一括して御説明いただいた上で、御意見を

伺いたいと考えております。 

 それでは、資料の説明をお願いいたします。 
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○木名瀬政策企画部長 

政策企画部長の木名瀬でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私のほうからは、議事の（１）第２次総合計画の更なる推進につきまして、資料１によって御

説明させていただきます。資料はかなりページがありますので、ポイントを絞って説明させてい

ただきます。 

 資料の前半のほうでは、最近の本県の動きにつきまして、後半では、県民幸福度Ｎｏ．１への

挑戦としまして、現在の第２次総合計画の４つのチャレンジの主な取組について御紹介させてい

ただきます。 

 資料の２ページを御覧いただければと思います。人口・経済の動向、経済の好循環に向けた緊

急対策でございます。 

 御承知のように、人口減少がかつてないスピードで進行している中にありまして、外国人を含

めた本県の社会増加数ですが、近年、全国上位で推移しております。 

 また、先ほど知事からもありましたが、2021 年度の本県１人当たりの県民所得は、過去最高の

全国第３位となっております。 

 また、物価高が続いております中で、物価上昇を上回る持続的な賃上げを実現して、経済の好

循環を安定して実現していくことが極めて重要であると茨城県としては認識しておりますので、

賃上げに取り組む中小企業の支援などに取り組んでいるところでございます。 

 次の３ページでございますが、戦略的な企業誘致でございます。 

 これも先ほど知事の挨拶でも触れましたが、半導体や次世代自動車など成長産業を中心として

戦略的な企業誘致に取り組んでおりまして、県外企業立地件数は８年連続で全国第１位となるな

ど、全国トップの工場立地実績をここ数年続けているところでございます。 

 ４ページに移らせていただきまして、観光誘客と海外との交流拡大でございます。 

 インバウンドの誘客につきましては、台湾、韓国を重点市場に位置付けまして、花絶景やゴル

フなど、本県の強みとなるコンテンツを生かした戦略的な誘客プロモーションを展開しておりま

して、昨年の外国人延べ宿泊者数は、茨城県の中では過去最多となっております。 

 次に、５ページでございます。新産業・産業人材の育成でございます。 

 宇宙産業の拠点形成についても注力しておりまして、昨年 10月に発足しましたＩＢＡＲＡＫＩ

スペースサプライネットワークを通じた受注拡大を図るなど、宇宙ビジネスへの参入促進や宇宙

ベンチャーの創出・誘致に取り組んでいるところでございます。 

 ６ページになりますが、農業の関係です。儲かる農業を推進しております。 

 農産物の輸出につきましては、これも先ほど知事からの挨拶にもありましたが、農産物の輸出

先や販売ルートの拡大に取り組んできた結果、2024 年度の輸出額が過去最高額を更新していると

ころでございます。 

 ７ページの医療提供体制の確保でございます。 

 人口減少などを踏まえた医療提供体制の構築、これも喫緊の課題でございますので、今年２月

に、水戸保健医療圏の６病院の再編方針を発表させていただいたところでございます。 

 その再編の第一歩としまして、県立中央病院と県立こども病院の統合を進めることとしており

まして、将来にわたり県央・県北地域を担う医療提供体制の構築を目指しているところでござい
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ます。 

 また、先ほど知事からの挨拶にもありましたが、昨年 12月から、緊急性が認められない救急搬

送者を対象に、都道府県単位では全国で初めて、選定療養費の徴収を開始しておりまして、救急

医療のひっ迫緩和や救急車の適正利用に一定の効果が確認できているところでございます。 

 ８ページ、防災・減災対策でございます。 

 下水道につきましては、今年１月に埼玉県八潮市での道路陥没事故があったことが記憶に新し

いところだと思いますが、本県でも２月に県独自の緊急点検を実施したところでございまして、

引き続き安心して暮らせる社会基盤の確保に向けて、先手先手の対策を進めていきたいと考えて

おります。 

 続きまして９ページになりますが、少子化対策でございます。 

 昨年の全国の出生数が過去最少、合計特殊出生率も過去最低となるなど、急速に少子化が進行

している中で、県では、いばらき出会いサポートセンターの運営を通じた結婚支援に力を入れて

おりまして、2021 年４月のＡＩを活用したマッチングシステムの導入以降、お見合い・交際件数

の増加につながっているところでございます。 

 10 ページ、活力を生むインフラでございます。 

 東関東自動車道水戸線で、現在は未開通の潮来インターチェンジから鉾田インターチェンジ間

が 2026 年度に完成予定となりまして、来年度には全線が開通する見通しとなっております。 

 また、茨城空港におきましては、2024 年度の旅客数が約 78 万人と過去最多となっておりまし

て、茨城空港発の韓国の清州の路線が今年５月から定期便化したところでございます。 

 また、ＴＸの県内延伸につきましては、２月に事業計画素案を公表したところでございまして、

延伸構想の実現に向けて引き続き取り組んでいきたいと考えております。 

 続きまして 11 ページ以降、４つのチャレンジごとに今の取組について紹介させていただきたい

と思います。 

 12 ページが、１つ目の柱の新しい豊かさへのチャレンジでございます。 

 ２つ目の星のところになりますが、「常陸国」の名前を冠した新たなブランド創出に取り組んで

おりまして、昨年度は新たに「常陸乃国しらす」などがブランド化をしているところでございま

す。 

 続いて 13 ページになりますが、星２つ目のところですが、新たなご当地グルメを決定すべく、

昨年度、シン・いばらきメシ総選挙 2024 を開催いたしましたが、そのときの受賞グルメなどにつ

きまして、集中的なプロモーションを展開して、食の観光資源としての磨き上げを図っていくほ

か、来年秋の第２回の開催に向けて、現在準備を進めているところでございます。 

 続いて 14 ページ、新しい安心安全へのチャレンジでございます。 

 星の３つ目のところですが、水道事業については、全国的に取組が求められているところでご

ざいますが、本県におきましても、人口減少や施設の老朽化などの課題に対応するために、昨年

度、21 の市町村と県企業局を統合先とします経営の一体化に関する基本協定を締結したところで

ございまして、水道事業の広域連携についても推進しているところでございます。 

 続きまして 15 ページ、星の３つ目となりますが、水害リスクの増大に備えるために、水田に降

った雨水を一時的に水田に貯める田んぼダムの取組を支援しておりまして、流域治水や内水氾濫
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対策を推進しているところでございます。 

 続きまして、３つ目の柱の新しい人財育成へのチャレンジでございます。 

 最初のところでございますが、県立産業技術短期大学校について、情報テクノロジー大学とし

ての移行を進めまして、質と量の両面から高度デジタル人材の育成を強化してまいりたいと考え

ております。 

 17 ページでございますが、県の産業を支える優秀な外国人材の確保が喫緊の課題でございます

ので、外国人受入優良企業認定制度の創設などによりまして、外国人材の確保や定着支援に取り

組むとともに、母語による相談対応など、生活支援や教育体制の強化にも取り組んでいきたいと

考えております。 

 次が、４つ目の新しい夢・希望へのチャレンジ、次のページになります。 

 星の１つ目のところですが、海外販路開拓についてでございます。マーケットインの発想で取

り組む県内事業者の商品の改良や開発などを支援するほか、現地でのプロモーションによって、

県産品の海外販路開拓を一層推進していきたいと考えております。 

 19 ページになりますが、県北地域の振興の中でも、今年度は、県北地域の豊かな自然を生かし

て、今年 10月に国内で唯一無二のサバイバルレースであります「Ｏｋｕｋｕｊｉ『Ｘ』～Ｒｉｄ

ｅ & Ｔｒａｉｌ～」というサイクリングとトレイルランを組み合わせたレースイベントを開催

しますほか、県北地域の振興にも取り組んでいきたいと考えております。 

 20 ページでございますが、ここに掲げております県総合計画を推進していくためには、計画の

内容を県民の皆様と共有して、県民の皆様が自分ごととして捉えていただくことが非常に重要で

ございますので、県ホームページや県政出前講座などによって、周知・広報を行っているところ

でございます。 

 次のページ以降につきましては、県総合計画の４つのチャレンジごとに、大きな成果が出てい

る主要指標などを実績の一覧として取りまとめておりますので、引き続きこうした資料を活用し

まして、本県の実績ですとか、挑戦的な取組を積極的にＰＲしていきたいと考えております。 

 資料１の説明は以上となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○南計画推進課長  

計画推進課長の南でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 資料２を御覧いただきたいと存じます。 

 議事の（２）①第３部「基本計画」の政策・施策に係る進捗状況につきまして、御説明をさせて

いただきます。 

 まず、１ページ１の政策体系と数値目標についてでございますが、基本理念であります「活力

があり、県民が日本一幸せな県」の実現に向けまして、４つのチャレンジを柱といたしまして、

20 の挑戦する政策、さらに、その政策を 50の施策で構成する体系となってございます。政策・施

策の目指すべき水準を分かりやすく示すために、数値目標といたしまして、合計 92 項目の主要指

標を設けてございます。 

 次に、２の施策の評価方法及び政策の進捗状況の区分方法についてでございますが、（１）50施

策の評価につきましては、各施策に設定しております主要指標の達成率から、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの

４段階で評価を行いまして、１つの施策に主要指標が複数ある場合は、それらの指標の達成率の
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平均値により評価をしてございます。 

 次に、（２）の 20 政策の進捗状況についてでございますが、政策を構成する施策の評価結果を

数値化いたしまして、その平均値によりまして、３点以上が「順調である」、２点台が「成果をあ

げつつある」、１点台が「取組の強化が求められる」という３段階に分類してございます。 

 ２ページを御覧願います。３の政策の進捗状況の結果について、総括でございます。 

 2024 年度におきます 20 政策の進捗状況につきましては、これまでに御説明した方法により区

分いたしました結果、一番上の表にございますとおり、「順調である」が 10 政策、「成果をあげつ

つある」が 10政策となってございます。 

 2023 年度と比較いたしますと、20政策のうち、進捗の区分が上がったものと下がったものとが

ございまして、全体といたしましては、「順調である」が１政策減少したところでございます。 

 その下に記載の表につきましては、四つのチャレンジごとに整理をしたものでございまして、

新しい豊かさと新しい安心安全につきましては、2023 年度と比較いたしまして、「順調である」と

されていた政策のうち、それぞれ１政策の進捗状況の区分が下がりまして「成果をあげつつある」

となった一方で、新しい人財育成につきましては、「成果をあげつつある」とされていた政策の進

捗状況の区分が上がるなどした結果、「順調である」という政策が一つ増加してございます。 

 ３ページを御覧願います。４の 20 政策の進捗状況及び今後の方向性についてでございます。 

 こちらにつきましては、20 の政策ごとに政策の進捗状況と、その評価に対する分析対応を、さ

らに各政策に設定されました代表的な主要指標の評価を記載してございます。 

 表の分析・対応欄でございますが、政策ごとに２つ程度施策を抽出いたしまして、進捗が良か

った施策につきましては白い星印、進捗が遅れているものにつきましては黒い星印で記載してご

ざいます。 

 まずⅠの「新しい豊かさ」のチャレンジにつきましては、３つ目を御覧いただきまして、政策

３、強い農林水産業の進捗状況は、「成果をあげつつある」となってございます。こちらにつきま

しては、主要指標でございますイノシシによる農作物被害金額が、昨年度のＡ評価からＤ評価に

悪化したことによるものでございます。 

 この状況を踏まえまして、分析・対応でございますが、市町村と連携した鳥獣被害防止のため

の侵入防止柵の設置や捕獲の強化など、総合的な被害防止対策を促進してまいります。 

 次に、Ⅱの「新しい安心安全」のチャレンジにつきまして、６ページを御覧願います。 

 一番上の政策８、障害のある人も暮らしやすい社会の進捗状況は、「成果をあげつつある」とな

ってございます。こちらにつきましては、主要指標でございます民間企業における障害者雇用率

が、昨年度のＡ評価からＣ評価に悪化したことなどによるものでございます。 

 この状況を踏まえまして、分析・対応でございますが、関係機関などと連携しながら、法定雇

用率の未達成企業に対しまして重点的に雇用創出を働きかけるなど、障害者の就労機会の拡大を

図ってまいります。 

 続きまして、７ページを御覧願います。 

 Ⅲの「新しい人財育成」のチャレンジにつきましては、表の２つ目、政策 12、魅力ある教育環

境の進捗状況は、「順調である」となってございます。こちらにつきましては、主要指標でござい

ます小中義務教育学校における不登校児童生徒が、学校内外の機関等での相談・指導等を受けて
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いる割合が、昨年度のＤ評価からＢ評価に改善したことなどによるものでございます。 

 この状況を踏まえまして、分析・対応でございますが、引き続き、不登校児童生徒の多様な学

びの場の確保に向けまして、適切な支援体制づくりに取り組んでまいります。 

 最後に、９ページを御覧願います。 

 Ⅳの「新しい夢・希望」のチャレンジにつきましては、２つ目、政策 17の世界に飛躍する茨城

への進捗状況は、「順調である」となってございます。こちらにつきましては、主要指標でござい

ます宇宙関連サービスの提供または宇宙機器・部品の納品による売上を得た宇宙ベンチャー・企

業数が、2024 年度の目標を達成しＡ評価となったことなどによるものでございます。 

 この状況を踏まえまして、分析・対応でございますが、引き続き、県内宇宙ベンチャー企業な

どの新製品開発や販路開拓を支援するなど、ベンチャー企業の創出と育成を図ってまいります。 

 なお、11 ページ以降でございますが、2024 年度の政策の進捗状況、施策及び主要指標の評価結

果といたしまして、主要指標でございます 92 項目の 2024 年度の実績や、その達成率、これらの

指標の評価の一覧、さらには 20 政策、50施策に係る評価の一覧を取りまとめてございます。時間

の関係もございますので、恐れ入りますが、後ほど御確認いただければと存じます。 

 資料２の説明につきましては以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○寺門行政経営課長  

続きまして、資料３、第４部「『挑戦する県庁』への変革」に係る進捗状況につきまして、御説

明をさせていただきます。行政経営課長の寺門でございます。よろしくお願いいたします。 

 １ページ目でございます。県では、県民本位、積極果敢、選択と集中の基本姿勢の下、挑戦で

きる体制づくりと未来志向の財政運営を２本柱といたしまして、各種取組を進めているところで

ございます。 

 このため、２の数値目標でございますが、県政推進の基盤となります県の組織体制と財政運営

が適切な状況にあるかを把握するため、定員管理、それから、主要財政指標に数値目標を設定し

て、毎年度評価を行っているところでございます。 

 ２ページをお願いいたします。定員管理の状況でございます。 

 目標値が右側の 2021 年度程度の職員数維持のところ、２番目の学校以外の教育部門は未達成の

状況でございますが、一般行政など他の部門では目標を達成している状況でございます。引き続

き、スリムな人員体制を維持しつつ、緊急性・重要性の高い分野に重点的に人員を配置するなど、

適正な人員配置に努めてまいります。 

 ３ページをお願いいたします。主要財政指標の状況でございます。 

 現時点では、2024 年度の決算が未公表のため、2023 年度決算時の財政指標で評価しております。

３つの指標とも右側の目標値を達成している状況でございます。引き続き、スクラップ・アンド・

ビルドの徹底や公共投資の重点化などに取り組みまして、本県が将来にわたって発展していくた

めの健全な財政構造の確立に努めてまいります。 

 次は４ページ以降でございますが、こちらは計画書の数値目標ではございませんが、主な取組

実績を記載しておりまして、かいつまんで御説明させていただきます。 

 ４ページ、上部の「人財」育成では、女性職員の積極的な登用、中ほどの「人財」確保では、民

間企業との積極的な人事交流など。また、その下の積極果敢に挑む組織づくりにつきましては、
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本年度営業戦略部の１チームを県産品販売課に再編する組織改正を行ってございます。 

 次の５ページになりますが、上のデジタル技術を活用した業務改革ですが、県では、ソフトウ

ェア型ロボットによりまして、定型的な業務を自動化するＲＰＡを本格導入しておりますほか、

生成ＡＩサービスの庁内展開なども開始しているところでございます。 

 また、ＤＸによる県民の利便性向上に関しましては、表に記載の押印廃止や電子申請の対応、

電子公印や立会人型電子契約に加えまして、許可証等の電子交付を推進しているところでござい

ます。 

 次の６ページでございますが、多様で柔軟な働き方の推進につきましては、テレワークや時差

出勤のほか、昨年の４月からは、週休３日も可能となりますフレックスタイム制を導入させてい

ただいてございます。 

 一番下の民間との連携・協働強化につきましては、各種民間活力の導入を進めますとともに、

昨年度までに 22 社との包括連携協定を締結する状況でございます。 

 最後の７ページでございますが、上から２つ目の幅広い手法による財源の確保では、県施設の

ネーミングライツの導入拡大ですとか、ふるさと納税の広報・募集などの活動の推進がございま

す。 

 以上が主な取組姿勢の御説明になりますが、引き続き「活力があり、県民が日本一幸せな県」

を実現するため、「挑戦する県庁」への変革に取り組んでまいります。 

私からの説明は以上でございます。 

○南計画推進課長  

続きまして、議事の（３）第２次総合計画における数値目標の見直しにつきまして、御説明を

させていただきます。 

 資料の４を御覧いただきたいと存じます。 

 １ページ目の上の枠にございますように、県総合計画の進捗状況を把握するため、92 項目全て

の数値目標の達成状況をチェックいたしまして、目標達成に向けた取組状況や今後の施策の方向

性等について、県庁内で議論し確認を行ってございます。 

 一部の数値目標につきましては、「新しい茨城」づくりに向けた取組をさらに加速させるために、

よりチャレンジングな目標値へと修正を行うとともに、国の計画改定などに合わせました見直し

を行いまして、結果といたしましては、目標の上方修正が４指標、見直しを行ったものが６指標

となってございます。これらの見直しによりまして、第２次総合計画のより一層の推進を図って

まいります。 

 また、引き続き、すぐに行うことができる事務事業や制度の改善・見直しなどにつきましては、

即時実施いたしますとともに、新規事業等につきましては、翌年度予算への反映など検討を進め

てまいります。 

 その下の表を御覧願います。 

 数値目標の上方修正、見直しを行った指標を一覧にしてございます。例えば上から２番目の資

料ナンバー17、外国人延べ宿泊者数につきましては、韓国や台湾を重点市場に位置付けまして、

本県の強みを生かした積極的な誘客プロモーションを展開いたしましたところ、計画最終年度の

2025 年度の目標値 26 万人泊を前倒しで達成いたしましたことから、インバウンドの取込みを一
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層促進するべく、2025 年度の目標値を 30 万人泊に上方修正することといたしました。 

 また、下から２番目、指標ナンバー75、本県情報のメディアへの掲載による広告換算額につき

ましては、テレビを中心に多数のメディア露出を獲得し、計画最終年度の 2025 年度の目標値 170

億円を前倒しで達成いたしましたことから、2025 年度の目標値を 210 億円に上方修正することと

いたしました。 

 このように、目標達成状況の検証結果などを踏まえまして、数値目標の修正や見直しを行った

ところでございまして、今後とも迅速かつ着実にＰＤＣＡサイクルを回していくことで、スピー

ド感を持った施策展開につなげてまいりたいと考えてございます。 

 なお、２ページにつきましては、数値目標の修正や見直しを行う 10 指標につきまして、現状値

と 2025 年度の目標値、また、目標値の設定の考え方を記載してございますので、後ほど御確認い

ただければと存じます。 

 資料４につきまして、説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○大谷会長  

どうもありがとうございました。 

 それでは、ただいまの御説明につきまして、15 時 45 分ごろまでを目途に意見交換を行いたい

と思います。茨城県の取組や県総合計画の評価結果などについて、様々な角度から、皆様から御

意見、御提案を頂きたいと思います。今後さらに計画を推進していくにあたって、どのような視

点で取り組んでいけばよいかなど、御意見を頂ければと思います。御意見のある方はぜひ積極的

に御発言いただければと思います。 

 なお、オンラインで御参加の渡邊委員におかれましても、御発声もしくは挙手ボタンを押して

いただきまして、御意見、御提案を頂ければと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、御意見おありの方から御発言いただこうかと思いますが、いらっしゃいませんでし

ょうか。 

 では、まだお手が挙がらないようですので、慣れているところで２期目の方から行きましょう

か。髙木委員、いかがでしょう。御自由に御発言いただきたいと思います。 

○髙木委員  

ありがとうございます。進捗状況の御説明をいただきありがとうございました。 

 見ていた中で、主に私が関わっている部分でいうと、県北の辺りですとか、プロモーション関

連で、事業をちょっと携わらせていただいているところです。今、台湾や韓国というところを主

に力を入れていらっしゃるかと思いますが、今後について、よりアジア圏であるとか欧米等に広

げていくのかと思うのですけれども、どの辺りを想定されているかという点について、今の時点

で公表できる限りで教えていただけたりするのでしょうか。 

○大谷会長 

 今日は、関係課全てが出席している訳ではありませんので、全ての情報があるとは限らないと

思いますが、事務局さんのほうでもしお答えが可能な範囲であればお答えをお願いします。難し

ければ関係課にお伝えいただいて、次の計画の策定あるいは今の計画の推進に役立てるというこ

とにしていただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○南計画推進課長 
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計画推進課の南でございます。御意見ありがとうございます。 

 プロモーションの関係につきましては、営業戦略部門を中心に進めてございますが、おっしゃ

るとおり、リピーターの多い台湾や韓国などを今一生懸命やっているところで、情報が出ました

らお伝えさせていただければと存じます。 

○大谷会長 

ありがとうございました。ほかはいかがでしょうか。 

では鬼沢委員、お願いいたします。 

○鬼沢委員 

 先ほどの海外からの観光客のお話で、台湾や韓国の方を戦略的に取り込んでいるというお話だ

ったのですけれども、１ゴルファーとして言いたいことがございます。 

 （海外からの観光客の）マナーが悪いというのをゴルファーの仲間たちからも聞いていて、こ

のような場で言うことではないかもしれないですけれども。私の主人もゴルファーなのですが、

２ホールを回るのに１時間かかり、その間、記念撮影を撮るとか、もちろん思い出づくりという

ことでいらっしゃると思うのですけれども、そういうマナーに欠けるところというのも欠点かな

と感じます。メリット、デメリットあると思うのですけれども、そういうのも何か対策としてあ

ったほうがいいのかなと。ゴルファーとしての意見です、すみません。 

 あともう一つ、人材育成ということで、本当に現場の声なのですけれども、うちには高校生が

います。高校は、普通科、メディア芸術科と美術科という部門があるのですけれども、高校生の

うちからそういう専門的なことを学べるというのは、とてもいいと思うのですけれども、せっか

く専門的なことを学べている中で、専門的なものを学ぶと同時に、基本的な学力の面でも力を入

れて学べたら、専門的な知識も生かせるのかなと感じます。専門的な知識があったら、きっと就

職や進学の幅も広がると思うのですけれども、そういうところを相互作用、指導の内容として、

もうちょっと前向きに考えられたらいいのかなという母親目線の意見でした。ありがとうござい

ます。 

○大谷会長  

ありがとうございました。担当課にお伝えいただければと思います。私は今東京に住んでいま

すけれども、外から見ると、特にマナーは交通マナーなども含めて茨城はあまりイメージが良く

ないと思いますので、ぜひ御一考いただければと思います。ありがとうございました。 

 ほかはいかがでしょうか。道越委員、よろしくお願いします。 

○道越委員 

 道越です。ありがとうございました。 

 目標達成率も全体的に素晴らしいですし、上方修正をされていて非常に素晴らしいなと思いま

した。 

 私から２点ありまして、インバウンドのお話が髙木委員からもあったと思うのですけれども、

今、台湾、中国などの東アジアを中心にされていらっしゃると思うのですが、短期的に国が近か

ったりとか、直近の数はいいと思いますけれども、長期的に持続可能な茨城のインバウンドを増

やしていったり、世界的な茨城のブランドをつくるためには、今、中国の次に数が増えてきてい

るアメリカやヨーロッパなどの市場だったり、あとは単価を上げていくという意味でも、中間富
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裕層以上、単価の高い方たちを狙ったコンテンツづくりや発信なども必要なのではないかなとい

うふうに思いました。 

 ２点目は、政策 16 のところの魅力発信Ｎｏ．１プロジェクトのところで、茨城県に愛着を持つ

県民の割合というところの指標が 72.1 パーセントで、達成率が４パーセントとなっていらっしゃ

ったのですが、ここは、どのように効果を見ていらっしゃるのか、指標がよく分からなかったの

で、効果計測をどのようにされているのかが知りたいなと思いました。 

 あとは、愛着というキーワードは、ちょっと軽い感じがしたので、もっと茨城県民の地元に誇

りを持つみたいな形で、名称もシビックプライドとかに変えたほうが、今の世相に合っているの

ではないかなというふうに感じたのと、もちろん県民だけではなく、県外とか国内とか世界から

茨城に来てくれる方、関わってくれる方という意味で、関係人口みたいなところの視点も今後入

れたほうがいいのではないかなというふうに思いました。そういう面で指標とか、ＫＰＩをどの

ように持っていくかというのが、ちょっと課題になるのかなというふうに感じました。 

○大谷会長  

ありがとうございます。 

 では、今の指標の話ですけれども、事務局さんで可能な範囲でお答えできますか。お願いしま

す。 

○南計画推進課長 

愛着を持つ県民の割合という指標でございますが、こちらはアンケート調査になってございま

して、18歳以上の大体 1,200 人の方に、ネットリサーチ、アンケートを取ってございます。大体

72 パーセントの方が愛着を持っていただいているということでございますが、茨城に長く住んで

いる方ほど愛着を持っていただいているという傾向がございまして、２年未満の方は愛着が薄い

と言ったらあれですけれども、そういう状況ですね。特に 20 代とか 40 代の方が薄いというよう

な状況もございますので、今現在、保育園や高速バスにリーフレットを置いたり、そういった対

策もしたりしているところでございます。 

 こういった指標について、現状の分析などを行ってＰＤＣＡを回し、よりよい施策につなげる

ようにしているところでございます。 

 あと、関係人口というお話もございましたが、別に指標がございまして、茨城県のセミナーと

か事業セミナーとか、そういったものに参加してきていただいている方を関係人口として、県独

自で捉えて指標として位置付けてございますので、いろいろ施策につなげていければと考えてご

ざいます。 

 愛着の指標につきましては、２回目以降、新しい総合計画を御検討いただくときに、また御相

談をさせていただければと考えてございます。 

○道越委員 

ありがとうございます。指標のところがよく理解できました。 

 県の人口で見ると、1,200 というサンプルは少ないのではないかなと感じたので、そこの効果測

定などを検討していかれたらよろしいのではないかと思いました。ありがとうございます。 

○大谷会長 

 ありがとうございました。 
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 それでは、ほかはいかがでしょうか。今日は初回ですから、最終的には、全員に御発言いただ

こうと思っていますので、遅かれ早かれと思いますが、いかがでしょうか。 

 では、山根委員、お願いいたします。 

○山根委員 

ありがとうございます。 

 今、僕は農業に携わっていて、農業の生産のところに障害を持った方々の労働力をお借りして、

農福連携という形で進めております。今、農業事業をやっていく中で、農林水産省の全国のデー

タとかを拾っていくと、基幹的農業従事者といわれる農業で主な生計を立ててやっておられる方

が、今、日本国内で５年おきに約 30 万人ずつ減っていて、農業を主として働く方の減少は、日本

ですごく危機的な状況だなというのを、農業をやりながら感じているところです。 

 実際、茨城県内における基幹的農業従事者の数というところが、ネットとかいろいろ拾ってみ

たのですが、うまく拾えなくて。その辺りのデータをお持ちだったりするのですか。すみません。

なければないで、今日は意見ということで。 

 強い農業をつくっていくというところで、ブランド化とかは進められていると思っているので

すが、今の社会情勢を踏まえた上で一番大事なのは、質よりも量ではないかなとすごく感じてい

るところがあります。その辺りの量の指標だったり、農業従事者がどんどん減っていって、日本

の農業というのはどんどん衰退していくというのが見えている中で、その辺りというのは、どう

いう取組をしていくかみたいなところも、政策に入れていくことが必要なのではないかなと思っ

ているのですけれども、いかがでしょうか。 

○大谷会長 

 ありがとうございます。担当課にお伝えいただくというのが第一かと思いますけれども、もし

事務局さんから何か御発言あれば、いかがでしょうか。先ほど申しましたが、全担当課が来てい

るわけではないので、事務局で即答が難しいものもあると思います。この件は担当課に伝えてお

くということでいいですか。 

○山根委員 

参考にしていただければ。 

○南計画推進課長 

私のほうで分かる範囲になってしまいますが、個人経営体の方が、今後 20年ぐらいで３割程度

まで減少してしまうという状況の中で、法人経営体が今後２倍になり、20年で増加していくとい

うようなデータがございます。 

 ただ、就農希望者の方がどんどん少なく、300 人か 400 人ぐらい茨城県内でいらっしゃるよう

ですが、やはり就農したいという方はどんどん減ってきているような状況でございます。 

○山根委員  

ぜひ施策の中で、今の意見を一つ考慮していただければと思っているところです。よろしくお

願いします。 

○大谷会長  

ぜひ今後の参考にしていただければと思います。ありがとうございました。 

 ほかはいかがでしょうか。では、髙木委員。先ほどは、多分、急に指したので言い足りなかっ
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たと思います。 

○髙木委員 

２回目になってしまって申し訳ありません。 

 いろいろな魅力発信ですとか、県内でのプロモーションをすごく熱心にされていらっしゃって、

代表メディアへの発信等が増えているなというふうに、私自身もいろいろなメディアを通じて感

じているところなのですけれども、実際に、本当に小さなお話で恐縮なのですが、地元の事業者

さんからいただいた一つの意見というところではあるのですが、例えば「Ｏｋｕｋｕｊｉ『Ｘ』」

であるとか、地域で、茨城県のほうで実施している事業のことを、地元の事業者のほうに情報が

届いていないということをよく言われるのです。 

 なので、そのものの発信はもちろんなのですけれども、例えば地元の「Ｏｋｕｋｕｊｉ『Ｘ』」

を例えにするのであれば、自転車屋さんですとかオートバイショップのほうにも、そういう告知

のほうというか、例えばポスターでもチラシでもお知らせのほうをしていくことで、それこそ愛

着のところにもつながっていくでしょうし。より地域の中でも参加が増えていく、認知が広がっ

ていく、そして、それが外に広がっていくというふうにつながっていくのではないかと思ってい

ます。なので、その辺りの外向けの発信だけではない、県内向けの発信みたいなところをどうい

うふうに取り組まれているかというところも、御教示いただければと思います。 

○大谷会長  

ありがとうございました。これは御意見として頂いて、担当課につないでいただくことにしま

しょうか。非常に重要な御提案だと思います。ありがとうございました。 

 ほかはいかがでしょう。 

 では、グェン委員、お願いいたします。 

○グェン委員  

１点気になりました。新しい人財の育成のチャレンジのところで、ＩＴ系の短大で高度デジタ

ル人材というすごくいい取組ですが、恐らく 2026 年の春から新しい学校スタートということで、

県内で何校選ばれるのか、あと、このデジタル人材というのはどういう条件でしょうか。今、本

当にアメリカ、中国、海外のＩＴ関係にものすごい投資をしているので、これを実現できたら本

当に素晴らしいと思いますので、具体的に教えていただきたいです。 

○大谷会長  

ありがとうございます。事務局さん、データ出ますか。 

○橋浦政策企画部企画室長 

県立高校でいいますと、ＩＴ未来校を新しく設置してございまして、そちらで非常にとがった

人材を育成しようということで、今、県立高校ではそういう取組がされております。 

 グェン委員のほうから御指摘いただいたのは、ＩＴ短大が水戸にございますけれども、そちら

を情報テクノロジー大学校として 2026 年度から開校する予定になってございます。現在で言え

ば、そういった形で高校と、それから今ＩＴ短大ということで２年制なわけですけれども、そち

らを４年制化して拡充してやっていこうというようなことで進んでございます。 

○大谷会長  

よろしいですか。ありがとうございました。 
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 皆さん、いろいろ確認したいこともおありかと思いますけれども、多分データなどは今、手持

ちでないものもあると思います。その場合は、後日回答するなり何なりの対応でお願いできれば

と思います。ありがとうございました。 

 ほかはいかがでしょうか。鈴木委員、お願いいたします。 

○鈴木委員 

 筑波大学の鈴木です。私もこの大学校の関連する大学におりますので質問なのですが。こちら

県立産業技術短期大学を４年制化するというもので、人口が劇的に減っている中で、これの対象

となる人たちは、どんな人たちを考えているのでしょうか。本学でも、学生は減っていくという

前提の上で話をして、この新校は、茨城が県として行う戦略としてはどのような、例えば外国人

の人を主にするとか、何かそういうのがあるのかなと思いまして。ちょっとお伺いしたいので、

御回答お願いします。 

○大谷会長  

事務局さんどうですか。 

○橋浦政策企画部企画室長 

 基本的な方針というところで申し訳ないですけれども、基本的には、県内の中小企業の人材不

足に対応して、中小企業向けにＩＴ人材を輩出するという目的で設置をする予定となってござい

ます。 

○鈴木委員  

私たちが接しているわけではないのですが、単純にそうすると、日本人の方とか外国人の方と

かそういうのは、どんな形になるのですか。これは県立高校を出られた方で、高度デジタル人材

を育てようとするときには、ここへというふうな、そういったキャリアパスのモデルが何か考え

られているのでしょうか。 

○南計画推進課長  

恐らく産業短期大学、学院の性格として、先ほど申し上げた地元の企業に勤めている方などが

対象でございます。必ずしも高校を卒業された方ばかりではないと思います。今こういう御時世

ですから、海外の方も入学の対象にはなろうかと思います。 

○鈴木委員  

ちょっと気になった点で、もう１点だけ、すみません。 

 前提として、昔から比べると、茨城県は何となく良さそうな県に見える。良さそうな県という

のは、一時期、魅力度最下位でとかいうのを自分たちでもディスりつつも、居心地はいいんだよ

ねというふうな形で、評価が上がっているのもあると思います。その辺はすごく感謝しています。 

 しかし、その反面、こういうのも言わなくてはいけないのかなと思って。先ほど大谷会長がさ

らっと言いました、東京に住んでいて、茨城は評判悪いんだよねと。茨城ダッシュとかいう名前

を揶揄して言っていて、交差点はやばいんだよねというので、交通事故死亡率トップ 10のはずな

のです。 

 もう１つよく知られている例として、医療過疎地というのがあります。本当に恵まれているの

はつくばの周りだけなんですね。こういうのは大っぴらに総合計画ですごく伸ばせても、こっそ

りとこの穴を埋めていくというのは、かなりやられているのかなと思って、今回も指標を見たの
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ですが、ＫＰＩもＤ評価なので、多分、皆さんのほうが危機感はあるのだと思うのですけれども。 

 例えば、先ほどの交通事故死者数の指標はＤ評価なので、よく上がっている指標はもうちょっ

と上に上げるとともに、下がっている指標も、さり気なく少し下げて対応というか。ＫＰＩとい

うのが去年と昨年の平均値だけ出しているのだったら、目標というのは一体何なのだろうなと。

カーナビのように、最後は絶対ミスらない。１時間で着きますと言って、何時間渋滞に遭っても、

最後の５分はぴったり合うみたいな印象がすごく見えてしまったのです。 

 なので、いいほうの数字はいいですけれども、悪いほうの数字の対応をどのように考えられて、

この表ができているのか、ちょっと教えていただければ幸いです。 

○大谷会長  

では事務局さん、この考え方についてお願いできますか。 

○南計画推進課長 

こちらの目標値は、毎年度というか、年度の途中でも見直しをさせていただいているところで

ございます。 

 先ほどの交通事故死者数とか、茨城県は非常に評判が悪いというような御意見もございました。

おっしゃるとおり、茨城ダッシュをはじめ、茨城県は交通事故が多く交通マナーも悪いというよ

うなお話もございましたので、極力チャレンジングな目標にするということで私どもやってござ

います。一方で、全国的な傾向なども見て、全国的に見てもこの指標だと取組が困難な部分につ

いては、やむを得ず見直しさせていただいているところではございますが、目標を達成するため

だけに恣意的に下げるとか、そういったことは極力行っていないところでございます。 

○鈴木委員 

 それはもちろんです。だから、これが悪いとか批判しているわけではなくて、自然発生的に仕

方がない部分とかもあるのですね。例えば期待値 73 人だった交通事故死者数が 94 人となってし

まった。これは別に我々が、県が頑張っていないわけではなくて、当然振れ幅の中に入っている

のだと思うのです。 

 交通事故は、理想論から言えば、ゼロを目標にするのが基本だと思うので、指標として経済指

標のように、３ポイント４ポイント増しで作るやつと、原則はゼロを目指すとか。例えば医療の

ほうもそうですね。というふうな形で、数字の決め方について、チャレンジングにしているとい

うことが今回の指標なのだということで受け止めましたが、もう一歩、こういうふうなチャレン

ジをして何とか数字を上げる一方、悪いところの評判で落とさないというのも大事かなという、

守りの姿勢の発言でした。以上です。 

○大谷会長  

ありがとうございました。 

 ＫＰＩの作り方は難しいとは思います。明らかに達成が難しい目標を立てると、担当職員も最

初から無理と感じてしまってやる気が出ないということもあります。望ましいのは、いわゆるス

トレッチゴール、つまり精一杯頑張ればどうにか達成できるぐらいのレベルに目標を設定するこ

とです。どの辺が適当なのかという議論は、次回またこれをやるときにでも、議論してもよいか

もしれないですね。 

○南計画推進課長  
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ありがとうございます。おっしゃるとおりでございます。本当に理想論で言いますと、事故が

ゼロになるのが一番いいと思いますが、なかなかそう言っても現実的には難しいというところも

ございます。目標値といたしましても、現実的なところより少し高めの目標値を設定させていた

だいているというところで、整理をさせていただいているところでございます。 

○大谷会長 

 重要な御提言、どうもありがとうございました。 

 ほか、委員の皆さんいかがでしょうか。御発言まだの方を優先したいと思いますが。 

 では、森近委員、お願いいたします。 

○森近委員  

高齢者のデイサービスに勤務しております森近と申します。 

 介護職員数のところで意見があり、お伝えさせていただきます。介護職員数が増えていかない

ところが喫緊の課題かなと思っておりまして、全国的にも調査開始以降、少しずつ増加していく

という傾向にあったのですが、令和４年と令和５年を比較すると、初めて減少に転じたという状

況が全国的にもございました。 

 介護職員数が増えていかないというところの一つの要因として、先ほども述べたのですが、介

護の事業者数が減っているというところも、一つ要因として挙げられるのかなと思っております

ので、事業者数を減らさないようにし、維持するなど、そういった視点も同時に考えていただか

ないと、やはり介護職員数は増えていかないのではないのかなというふうに考えております。 

 事業者数をいかに増やしていくか、倒産させないようにするかとか、そういったところで今行

っていらっしゃる政策として、物価が上がっていることに対する支援金ですとか、処遇改善の支

援金ですとか、そういうところをお伺いしたいのですが。そういった経済的な支援のみならず、

介護職員がどうしてもマネジメントを勉強していない介護職員というのが多くて、そういった介

護職員から急に管理者になったりすると、どうマネジメントしていいか分からなくて、なかなか

経営が安定しないとか。そういったところも介護業界として課題がありまして、そういったとこ

ろにアプローチをしていただくなど。 

 あとは、介護分野、医療分野のデジタル化というのも計画に書かれておりましたが、やはり介

護業界、まだまだデジタル化が全く進んでおりませんで、すごく進んでいるところと全く進んで

いないところの差がすごくあったりするので、そこの足並みが揃わないからこそ、難しさだった

り課題もありますので、県全体として、介護分野でもデジタル化、業務効率化していく、そうい

ったところにも何か政策を施していただけると、介護事業者数が減っていくというところを食い

止めることができて、介護職員数が増えていくというところの基盤ができていくのかなと考えて

おりますので、ぜひそういったところも参考にしていただけますと幸いでございます。 

○大谷会長 

 ありがとうございます。事務局さんには、ぜひ担当課にお伝えいただければと思います。 

 それでは、ほかはいかがでしょうか。まだの方を優先していきたいと思います。 

 では、平根委員、お願いいたします。 

○平根委員 

 常陽銀行の平根です。私が資料を拝見する中で思ったのは、県の魅力を前向きにアピールして
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いく部分と、先ほどもありましたように、守りの部分との両方をバランスよく進めていかなくて

はいけないのだろうなというところでした。 

 県の魅力をアピールしていくというところに関しましては、県産農林水産物のブランド力とい

う項目にあったのですが、「常陸国」という名前を冠した新たなブランドを創出というところで、

先ほどのＯｋｕｋｕｊｉ『Ｘ』でしたでしょうか。トレイルのほうにも「常陸国」というのがつ

いていたかと思うので、よその方から見て、茨城のイメージアップを図っていくというところで、

「常陸国」というところで統一感のあるブランドを強固にしていっていただくというのは、すご

くいい取組だなと思いました。 

 資料を拝見した中では、食べ物のところとイベントのところで「常陸国」を使っていらっしゃ

るかなと思ったのですけれども、それ以外の分野にも広げていかれる御予定があるのかなという

のが気になって、楽しみに思っているところです。もしあれば教えていただきたいと思いました。 

 守りのところですけれども、安心して暮らすというところで、すごく個人的に気になったとこ

ろが、下水道の話のところですね。八潮で起きた道路の陥没事故がありましたが、もし自分の身

の回りであんなことが起きてしまったら、個人個人が気をつけるみたいなところではどうにもな

らないところなのかなと思いましたので、県独自の緊急点検の実施も資料に記載していただいて

いるのですけれども、こちらは緊急点検していただいた中で、どのような状態だったのか、安心

していていい状態なのか、それとも一生懸命修繕しないとまずい状況なのかというところも、少

し知れるとありがたいと思いました。 

 私、結構仕事柄、個人のお客様のおうちを回ってお話しする機会も多い時期があるのですけれ

ども、茨城県民の方々は、感覚としてはさきほど愛着の話もありましたが、茨城に住んでいてす

ごく住みやすいよねと皆さん口を揃えておっしゃるのですね。なので、インフラのところも安心

していられるし、気候とか災害とかそのへんも、ものすごく激甚なものに遭ってしまうこともそ

んなに多くないというところを、すごく安心して暮らしているというふうな形で感じていらっし

ゃるようなお話をよく聞く印象がありました。 

 そういったところ、茨城は安心して暮らせるというところを、もっともっと外に対してもアピ

ールしていけると、茨城に住みたいなとか、行ってみたいなという方も増やしていけるのかなと

思いますので、その辺りにも力を入れていっていただけるといいかなと思っております。以上で

す。 

○大谷会長  

ありがとうございました。教えていただければという御発言がありましたけれども、事務局さ

ん、今が難しければ、後日回答でもよろしいかと思いますが。 

○橋浦政策企画部企画室長 

 八潮の陥没事故を受けて、緊急点検のほう県でやったところでございますけれども、八潮のよ

うな大きな事故がないかという点での確認だったのですけれども、特に異常はないということで、

特段対応が必要だということはなかったということで伺っております。 

○大谷会長 

 よろしいですか。 

○平根委員 
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 はい。 

○南計画推進課長 

 ブランドの話は農産物以外にということでしたでしょうか。 

○平根委員 

 広げていかれる感じですか。 

○南計画推進課長 

 実際、水産物の缶詰なんかも検討しているようなことを聞いたりしています。輸出として、茨

城県は自動車部品だとか医療機器なんかも優位性を持っているというようなことを聞いています

ので、担当課にしっかり確認したいと思います。 

○大谷会長 

ありがとうございました。 

 そろそろ冒頭申し上げました 15 時 45 分になりますが、多少だったら延ばしてもいいというこ

とですので、もう少し、少なくとも御発言がまだの方が御発言できるようにはしたいと思います。 

 松木委員、澤田委員、オンラインの渡邊委員、そして跡部副会長はまだですね。少なくとも、

その方々は御発言いただけるようにしたいと思います。 

 では、澤田委員、お願いします。 

○澤田委員 

ありがとうございます。資料１の説明のときには、やはり外国人の受入れというところは非常

に重視しておられるようなお話が多かったですけれども、ＫＰＩになると、そういったところに

特化した指標というのが、今少ない状態なのかなというふうに思っています。 

 例えば、今、高校なんかも定員割れが非常に問題になっています。そういうところで、外国人

の受入れはマストだというような風潮で私たちは捉えているのですけれども、そういった義務感

だけで受け入れてしまうと、現場の疲弊感が積もっていくだけなのかなというふうに思います。 

 外国人の受け入れが、今までにはなかった余計な負担というふうに捉えられるような風潮が高

まってくると、県内でも排他的な雰囲気が出てきかねない中で、医療にしろ、福祉にしろ、教育

にしろ、現場で支えておられる皆さんの負担感にならない形で、受入れが進められるのかという

ところで、今回の取組、指標は非常に重要だというふうに思っています。 

 何と言いますか、多様性を認め合い、１人１人が尊重される社会づくりというところのキー概

念と、今のＫＰＩとの間にある目標値みたいなものが現場で共有されると、みんながここに向か

って頑張っていくんだというような、そういった共通目標ができるのかなと思っています。 

 例えば、県立高校での外国人受入れ重点校の話が先ほどありましたけれども、１年目 10人だっ

たものが、次の年 20人になり、次の年 40人になり、今 50人というふうな形で、どんどん増えて

いって、これがこの次どう増えていくのかも見えない中で、とにかく今年の対応というのに追わ

れているような状況かなと思います。 

 外国人世帯の流入というのはなかなか把握しづらいと思うのですけれども、これからどれぐら

い増えていって、10 年後に学校現場はこうなる方向性にあって、そのために今、教員養成、人材

育成をこういうふうにしているといったような、５年 10年のロードマップと合わせてＫＰＩが示

されるのであれば、現場の方々も、今そこに向けた施策の途中段階なのだという理解が共有され
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れば、現場の負担感も少し軽減されるのかなというふうに思っています。 

 取組がより県民の方に広く理解されて、共有され、アピールができるようなものにするために

も、外国人受け入れに関しても分かりやすい指標があるといいのかなというふうに思っています。

以上です。 

○大谷会長 

 貴重な御意見をありがとうございました。事務局さん、ぜひ今後に役立てていただければと思

います。 

 では、次は松木委員に行きましょうか。松木委員の後に、オンラインでなかなか発言しにくか

ったと思いますけれども渡邊委員、最後は副会長に御発言いただきたいと思います。では松木委

員、お願いいたします。 

○松木委員 

 松木でございます。今、皆さんのお話を聞いていたら、私は勝手ながら製造業を代表して来た

ようなつもりでいて、どれが我々の施策にどうなのかなと考えてみたら、製造業に限らず、先ほ

どの森近委員のお話もそうですけれども、同じなのですよね。業界問わず、人材不足、廃業が増

えている、外国人材の活用というところで。そうすると、担当部署が今、違うじゃないですか。

もうちょっとその辺が接した形で、何か対策していく必要があるかなというぐらい、課題が非常

に近いのかなという風に感じます。 

 そんな中で、例えば製造業に関して言いますと、企業立地というのは常に一番ということで、

非常に素晴らしいことだと思っているのですけれども、毎回大きな工場が進出してくると、我々

は人を取られるのではないかといつも思っています。優秀な人材から取られていってしまうとい

う事実もありまして、これが実際廃業につながっているかどうかは分からないのですけれども、

逆にＫＰＩの取り方、その目標指標の取り方というお話もさっきありましたけれども、廃業数を

減らせないのか。 

 あと、例えばＭ＆Ａ、今、中堅企業のＭ＆Ａが非常に多いですね。中小企業でも 100 人を超え

るような企業さんが、大体、県外の企業に買われていってしまいます。そうすると本社機能が移

るわけですから、売上の大半が茨城県から流出しているのかなということが考えられるわけです。

こういったところを呼び込むのもいいのですけれども、出ていくのを抑える施策とか、何か指標

を取れないのかなという。さっきの交通事故ゼロに近いような話かもしれないですけれども、こ

ういうのがあってもいいのかなというところも一つ思ったところですね。 

 全体的な感想としては、概ね達成できているということで、非常に皆さんの御苦労を知ること

ができまして、感慨深いというか、感謝した次第であります。 

 最後に一つだけ質問させていただくとしたら、今回、緊急対策で賃上げに向けた施策というこ

とを、２ページにも書いてあったわけですけれども、今一度どういう施策なのか簡単に教えてい

ただいて、またその結果は、今回の指標のどの分野に反映されてくるのかなというところを教え

ていただくとありがたいかなと思います。お願いします。 

○大谷会長 

 事務局さん、よろしいですか。 

○南計画推進課長 
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 賃上げの部分でございますが、県からの支援といたしまして、医療機関とか保育所とか、そう

いったところの電気料金、物価高騰分の支援ですね。そういった助成制度を創設したのと、価格

転嫁ですね。部品のほうの価格転嫁について、より転嫁しやすいような仕組みなんかも作ったり、

そういったこともさせていただいてございます。 

あとは、生産性の向上とか高付加価値化とか、先ほどから農林水産物とか、そういったところ

ございますが、ＫＰＩのほうには、ずばり賃上げどうのこうのというのはございませんが、そう

いった施策のほうをやっていくことで、県民の皆さんの生産性も上がっていけばいいなというよ

うなことで、資料のほうには記載させていただいてございます。 

○松木委員 

 分かりました。ありがとうございます。後でもうちょっと具体的な内容というのは、何か公示

されるのですか。広報が出たりという感じなのでしょうか。 

○南計画推進課長 

 いろいろ制度もございますので、それぞれ担当課のほうから、こういった制度がございますと

いうことで、周知などがあろうかと思います。 

○松木委員  

分かりました。ありがとうございます。 

○大谷会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、次にオンラインの渡邊委員、御発言、御提案いかがでしょう。 

○渡邊委員 

 ありがとうございます。渡邊です。 

 御説明ありがとうございました。幅広い取組を精力的に進めておられることが分かりました。

私からは、医療分野の者ですので、医療について数点意見と御質問をさせていただけたらと思 

います。 

 まず、水戸保健医療圏の病院再編について御説明いただきました。人口減少、少子高齢化の中、

病院の再編というのは、多くの地域で喫緊の課題になっているかと思います。実は私も民間のコ

ンサルティングファンドにおりまして、そのときに別の地域での病院再編などについて関わらせ

ていただいたことがあるのですけれども、この病院再編に関して、多くの地域で病院を再編しな

いといけないということについては、皆さん合意し、そこについては誰も異論がない一方、具体

の話になると、関係する医局ですとか地元の利害が一致しなくて、全然話が進まないということ

が大変よくあるかなとは思います。 

 今、茨城県のほうでは進めておられるところかと思うのですけれども、ぜひ幅広く意見を聞き

つつも、強いリーダーシップを持って進めていただけたらなと思いますが、何か今のところ課題

とかあったりするのかというところ、教えていただけたらと思いました。 

 また、２点目なのですけれども、救急搬送における選定療養費、こちらも大変画期的な取組で、

結果も出ている。救急搬送数が減少して、そのうち軽症が特に減少しているということも、いい

結果が出ていると思います。 

 一方で、こちらについては、効果が継続するかどうか。また、これによるデメリットがなかっ
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たかどうかなどについても、継続的に見ていく必要があるかと思いますので、ぜひその辺りも引

き続きデータなどを出していっていただけたらと思います。 

 あと、医療人材の確保につきまして、やはり茨城県は医師不足ということで、医療人材の確保

というのもとても大事なところで、すごく積極的に取り組んでおられるところかと思います。も

ちろん地域枠の枠を増やすというのも、とても大事なことだとは思うのですけれども、一方で、

医師の定着というところになりますと、やはり医師の働き方ですとか、本人のキャリアプラン、

また、女性医師の場合は特にですけれども、男性医師についても、子供の教育、子供がかかれる

医療機関だったり、子供が通うような進学のいい学校だったり、そういったところがあるかとい

うのが、すごく大事になってくるとは思います。 

 なので、医師が充足しているかどうかというところというのが地域の魅力にもなるのですけれ

ども、もちろん地域の魅力があると、逆に医師が増えるというところもございますので、医師の

確保に関しては、医師も１人の住民なので、本人の働きやすさですとか住みやすさですとか、そ

ういったところも考えながら進めていっていただけたらと思いました。以上です。ありがとうご

ざいます。 

○大谷会長 

 どうもありがとうございました。これは御意見を担当課に伝えていただくとよろしいですかね。 

お聞きになりたいという事項もありましたけれども、即答はなかなか難しいと思いますので、

後日回答でよろしいですか。 

○南計画推進課長  

それでお願いいたします。 

○大谷会長 

 では、すみませんが、お問合せの部分は後日回答ということで、御了承いただければと思いま

す。 

○渡邊委員 

 すみません。ありがとうございます。 

○大谷会長 

 ありがとうございました。 

 では続きまして、最後になってしまいましたが、跡部副会長、お願いいたします。 

○跡部委員 

 ありがとうございます。私はディープテックの新産業創出の立場からお聞きしたいのですが、

政策２の新産業育成、あと 17の宇宙産業の基盤づくりを注目しており、こういう分野だと、県の

中ではなくて、県と外との関係性を見ることが大事なのかなと思っています。 

 例えば茨城県というのは、国内もしくは海外から見て、どういう競争力を持っているのかと考

えたときに、例えばＪＡＸＡがあるから宇宙、あと国立研究所の集積という非常に特殊な環境に

あり、民間の研究所もそれで集まってくるディープテックというものがあります。 

 あともう１つ、東京、都心との近さというのはいい点も課題となる点も、両方に強く影響して

いると思っていて、そういった特徴があります。あと、農業は都心との距離という意味でも欠か

せないと感じます。 
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 その辺の新産業創出、特にスタートアップとか先端技術に関するものを考えたときに、これま

で結構成果を出してこられていると実感するのですが、この次の大きな政策を考えていくときに、

何か特定の分野とか、この分野を強化していこうとか、そういう発想があるのか。例えば、世界

で戦うような大型の新産業の創出と同時に、地域に密着した企業をつくっていこうとか、いろい

ろあると思いますが、その辺の狙いが、今段階であれば教えていただけたらと思います。 

 あともう１つ、私が農工大という立場もあり、アグリフードテックがすごく面白く、新しい技

術や先端技術が今ものすごく入っていっています。フードテック、アグリテックは政策２と３で

関連しているのですが、せっかく両方のリソースを持っているのに、意外とあまりつながってい

ないのかなという気がしまして。そういうところも取組の中に入れていけると面白いのかと思い

ます。それはコメントです。 

○大谷会長 

 ありがとうございました。御提言と御質問があったと思いますけれども、御質問のところは回

答が難しいようでしたら、後日回答でもよろしいかと思いますが、事務局さん、いかがですか。 

○南計画推進課長 

 筑波研究学園都市ということで、ＪＡＸＡとか産総研とかがございますので、そういったとこ

ろと連携したいという企業はたくさんいらっしゃると思います。そういった国の研究所などは、

大企業だと使いやすい、半導体とか自動車とか、そういったところは使いやすいというようなこ

とを聞いています。ベンチャーさんも今いろいろ検討しているように聞いていますので、改めて

担当課のほうに確認したいと思います。 

○跡部委員 

 ありがとうございます。 

○大谷会長 

 ありがとうございました。 

 皆さん言い足りないこともおありかもしれません。時間があれば、言い足りないことがおあり

の方にもう一度御発言の機会をとも思いますが、私の進行の不手際でそこまで至らず、大変申し

訳ありません。また次回以降に御発言いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 今、それぞれの立場から様々な、そして、貴重な御意見、御提言を頂きました。これを今後の

県政の推進にしっかりと反映していただきたいと思います。事務局さん、よろしくお願いいたし

ます。 

 最後、すみません、１つだけ、私のほうでどうしても言いたいことがあります。現行の県計画

には、挑戦、チャレンジという言葉が出てきます。難しいことに挑むのがチャレンジですから、

どうしても失敗がつきものになるはずです。いわゆるトライアンドエラーなわけで、これは民間

も含めて、チャレンジして全部成功するわけはないのです。 

 どうしても役所の場合は、我々行政学では、行政の無謬性神話というのですけれども、行政は

間違わない、間違ってはいけないというように言われがちです。でも、そんなことはあるわけが

なくて、チャレンジするからには、トライアンドエラーでエラーが少なからず生じるはずです。

エラーを認めない風潮があればチャレンジはしにくくなりますので、エラーは無条件にけしから

んというような認識を変えていったほうがいいのかなと思います。これは、計画の中に県が自ら
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書くのは難しいと思いますが、例えば我々が何か発信するときにでも、そういう理解を持って発

言するだけでも違うのではないかなと思っております。これは皆さんに強制するわけではありま

せんが、そのあたりは意識しないとなかなか変わらないのではないかなと思いましたので、一言

申し述べさせていただきました。失礼いたしました。 

 では御意見、御議論は、ここまでとさせていただきます。では次に、事務局から２点、説明事

項があるとのことですので、説明をお願いしたいと思います。 

○南計画推進課長 

 お手元の資料の５番を御覧いただきたいと存じます。 

 議事の（４）①地方創生効果検証部会についてでございます。 

 本県におきましては、国から交付される地方創生関連の交付金を地方創生の取組に活用してお

りまして、本交付金につきましては、外部有識者の方々による効果検証等が求められているとこ

ろでございます。このため、茨城県総合計画審議会条例第６条第１項の規定に基づきまして、本

審議会の部会といたしまして地方創生効果検証部会を設置し、効果検証を実施しているものでご

ざいます。 

 部会の構成員につきましては、茨城県総合計画審議会条例第６条第２項及び地方創生効果検証

部会設置要綱第３条第１項の規定によりまして、本日、申し訳ございませんが、大谷会長に御指

名いただきたく存じます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○大谷会長 

 ありがとうございました。ただいまの部会委員の指名でございますけれども、会長による指名

ということでございますので、大変恐縮ではございますが、跡部委員、髙木委員、平根委員、道

越委員、そして私の５名とさせていただきたいと思います。 

 この部会の委員につきましては、国から、産学官金労言など幅広い有識者の参画が求められて

おりまして、また、女性の参画促進の観点も考慮しまして指名させていただいた次第でございま

す。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では続きまして、参考資料の説明をお願いいたします。 

○南計画推進課長 

 いばらき幸福度指標につきまして御説明をさせていただきます。お手元の参考資料の２ページ

を御覧願います。 

 いばらき幸福度指標でございますが、これまで抽象的な概念にとどまっておりました幸福につ

きまして見える化をし、県民１人１人が幸せの実現に向けて挑戦できる環境の整備、充実状況に

つきまして数値で把握するため、第２次総合計画において新たに導入したものでございます。 

 資料の中ほど、指標の考え方でございますが、いばらき幸福度指標では、都道府県別のデータ

が公表されている政府統計などを根拠といたしまして、客観的な指標により幸福を定量的に把握

することとしておりまして、計画に掲げる４つのチャレンジごとに特色となるキーワードを抽出

し、関連する指標を設定してございます。 

 ３ページを御覧いただきまして、いばらき幸福度指標の算出に用いております指標の一覧でご

ざいます。設定している指標につきましては、社会情勢の変化などを踏まえまして適宜見直しを

行うこととしておりまして、幸福度指標導入時の 38 指標から、追加・変更を経て、現在は 42 指
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標となってございます。 

 昨年度につきましては、審議会委員の皆様の御意見も伺いながら、資料の右下、新しい夢・希

望の④若者就職者超過率に変更したところでございます。 

 ４ページを御覧いただきまして、指標の見直しについてでございます。 

 若者に魅力ある雇用の充実状況を測る見直し前の指標であります若者就職者増加率につきまし

ては、現行指標の算出方法にありますように、３年前の入職者数がスコアに影響を与える算出方

法となってございましたので、直近の雇用の充実状況をより正確に測るため、若者就職者超過率

に指標を変更し、右の算出方法の見直しのとおり、直近のデータを活用し入職超過の状況を把握

することとしております。 

 ５ページを御覧願いまして、いばらき幸福度指標による本県の 2024 年度の全国順位でございま

す。豊かさが４位、安心安全が 42 位、人財育成が 11 位、夢・希望が 15位となってございまして、

これらの合計による総合順位は 13位となってございます。 

 ６ページを御覧願いまして、本県の強みと弱みを分かりやすく視覚化するため、四つのチャレ

ンジに関わるキーワードごとにスコアを昨年度と併せてお示ししてございます。 

 ７ページを御覧願います。2021 年度以降の各チャレンジに係るキーワードごとのスコアの推移

をお示ししてございます。 

 一番左の新しい豊かさにつきましては、特に産業振興の分野で好調を維持していることもあり

ますことから、本県の強みである企業誘致を中心に、引き続き取組を推進してまいります。 

 新しい安心安全につきましては、犯罪防止の分野でスコアが低迷していることもありますこと

から、刑法犯認知件数の減少に向け、引き続き自動車盗への対応を図るとともに、近年増加が続

いている金属盗対策を強化してまいります。 

 新しい人財育成につきましては、多様性・女性活躍・人権の分野で指標が低下していることも

ありますので、女性をはじめ、誰もが働きやすい環境の整備を促進してまいります。 

 新しい夢・希望につきましては、新しい人の流れのスコアが低下していることもございますの

で、魅力ある雇用の場の創出や、本県の恵まれた生活環境などの情報発信を強化してまいります。 

 今後につきましても、いばらき幸福度指標によりまして、全国における本県の立ち位置を把握

するとともに、これまでの政策の成果や課題を明確化することで、行政機関である県の取るべき

大きな方向性を検討してまいりたいと考えてございます。 

 説明につきましては以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○大谷会長 

 どうもありがとうございました。それでは、ただいまの幸福度指標に関する説明につきまして、

御質問、御意見等がございましたらお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 鈴木委員、お願いいたします。 

○鈴木委員 

 ４ページの指標の見直しなのですが、現行の指標は、直近３年間の入職、３年間の入職の割り

算とすると、いわゆる時間平均、移動平均でどのぐらいになったか、何パーセントプラス、マイ

ナスと出てくる。ところが、新しい指標は、29 歳以下人口で割って入職者引く離職者だと、29歳

以下の人口が何人いるか分かりませんが、零点何々パーセントになってしまうような気がしたの
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ですけれども、これ正しいのでしょうか。 

○大谷会長  

これ事務局さん、よろしいですか。改めて検討が必要であれば、後日回答でも結構です。 

○南計画推進課長 

 こちらで正しい算出式にはなってございますが、過去の修正前のものにつきましては、おっし

ゃるとおり、３年前のデータが、直近の増加率を反映しているものと思えないという観点から見

直しをさせていただきました。 

○鈴木委員  

１年間の入職者数引くことの１年間の離職者数を 29 歳以下の人口で割るという、その式のこと

をお伺いしています。１万人入職して、１万 2,000 人離職して、2,000 人だとしても、29 歳以下

の人口は、分かりませんが、子供まで含めると５万人とかいるので、ほぼ誤差の範囲になってし

まうような。この式が正しいのかなと思いまして。 

○大谷会長 

 分母がものすごく大きいということですよね。 

○鈴木委員 

 そうです。何でこの分母になるのかちょっと分からない。 

○大谷会長 

29 歳以下の人口だと、０歳から 29 歳まで全員入ってしまう。もちろん労働力人口に入らない

人も入ってしまう中で、分子が入職者と離職者だけということになると、かなり分母が大きくて、

パーセント換算した場合に、極めて低い数値になってしまうのではないかということですよね。 

○事務局 

 事務局でございます。補足させていただきます。 

 式につきましては、29歳以下というふうに書かせていただきましたが、詳しい年齢層などにつ

きましては、改めて御回答させていただきます。 

○大谷会長 

 ありがとうございます。具体的に細かい算出式があれば、後日お知らせいただければと思いま

す。鈴木委員、よろしいですか。 

○鈴木委員 

 はい。 

○大谷会長 

 どうもありがとうございました。 

 ほかはいかがでしょうか。よろしいですか。 

 では、この議題はここまでとさせていただきたいと思います。 

 これで予定しておりました議題につきましては、全て終了ということになります。皆様、円滑

な進行に御協力いただきまして誠にありがとうございました。では、事務局に進行を返させてい

ただきます。 

○南計画推進課長 

 ありがとうございました。大谷会長をはじめ、委員の皆様方には、長時間にわたりまして熱心
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に御審議いただきまして大変ありがとうございました。引き続き、県政の推進に向けまして、御

支援、御協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○司会（佐藤計画推進課副参事） 

 それでは、以上をもちまして令和７年度第１回茨城県総合計画審議会を閉会させていただきた

いと思います。本日は、長時間にわたりまして、大変ありがとうございました。 


